
学校名 課程 全日制 学科
（コース・部）

募集定員 ４０人

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

宮城県小牛田農林高等学校
農業技術科

（農業科学ｺｰｽ）

求　　め　　る　　生　　徒　　像

　本校は，１８８８年に創立された県内でも有数の長い歴史を誇る学校です。長きにわたり農業・林業教育を中心として有為な人材を輩出してき
ました。１９９７年からは総合学科を設置し，農業教育のみならず，社会が求める有意で広範囲な教育を担う場として地域からの信頼を得て支持
され続けている学校です。
　本校生徒はその本分である学業への専心はもとより，部活動や農業クラブ活動にも熱心に取り組み，多方面で目覚ましい活躍をしています。
これらの充実した活動の礎となっているのは，基本的生活習慣が確立された規律ある高校生活です。
　本校での高校生活に目標をもち，自分を磨きかつ自分の夢を耕すことをいとわない，次の１～３のいずれかに当てはまる生徒を求めます。

　１　農業後継者又は将来農業に関する職業に就くことを希望し，就業に向けた計画をもち，基礎的学力を有する生徒
　２　基本的生活習慣が身に付いており，豊かな人間性を磨くために努力できる生徒
　３　ボランティアや部活動など，校内外での活動で優れた能力を発揮し，入学後も継続して活動する意欲のある生徒

　

選抜順序 共通選抜 特色選抜
面接・実技・作文のうち

実施するもの

第２志望とすることができる
学科・コース

農業技術科（農業土木ｺｰｽ），総合学科 面接

共　通　選　抜 ２４人　（募集定員の６０％）
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)　志望動機
　　(2)　高校生活への抱負
　　(3)　その他
　４　観点
　　(1)　態度　　 　　15点
　　(2)　表現力等 　75点
　
※面接については，２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 ５  ：  ５

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜する。相
関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。
　※調査書点：「５教科（国・数・社・英・理）の各学年の評定の合計」＋「４教科（音・美・保体・技家）の各学年の評
定の合計×２」

特　色　選　抜 １６人　（募集定員の４０％）

Ⅰ　配点
　１　調査書　　   １９５点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科 ・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査　　５００点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科 ・・・得点を１．０倍にする
　３　面接　　　 　　 ９０点
　　　　　　　合計　７８５点
Ⅱ　選抜方法
　・　審査は，学力検査点，調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する １６
   人の１５０％の範囲に含まれる者を対象として行う。
　・　学力検査点，調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に，調査書の記載事項（評定以外の特
   別活動の記録などの資料）も用いて，求める生徒像に照らして総合的に審査し，選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

Ⅰ　配点
　１　調査書　　 　２２５点
　　　・　国語，数学，英語 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　社会，理科，音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査　  １５０点
　　　・国語，数学，英語（各教科５０点満点）
　３　面接 　　　　 　７５点
　　　　　    合計　４５０点
Ⅱ　選抜方法
     上記Ⅰを基に，総合的に審査し，選抜する。

面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　個人面接
　２　時間　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　(1)　態度　　　　20点
　　(2)　表現力等　55点
　



学校名 課程 全日制 学科
（コース・部）

募集定員 ４０人

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

宮城県小牛田農林高等学校
農業技術科

（農業土木ｺｰｽ）

求　　め　　る　　生　　徒　　像

　本校は，１８８８年に創立された県内でも有数の長い歴史を誇る学校です。長きにわたり農業・林業教育を中心として有為な人材を輩出してき
ました。１９９７年からは総合学科を設置し，農業教育のみならず，社会が求める有意で広範囲な教育を担う場として地域からの信頼を得て支持
され続けている学校です。
　本校生徒はその本分である学業への専心はもとより，部活動や農業クラブ活動にも熱心に取り組み，多方面で目覚ましい活躍をしています。
これらの充実した活動の礎となっているのは，基本的生活習慣が確立された規律ある高校生活です。
　本校での高校生活に目標をもち，自分を磨きかつ自分の夢を耕すことをいとわない，次の１～３のいずれかに当てはまる生徒を求めます。

　１　将来農業土木の分野に従事しようとする意欲と，ものづくりに対する興味・関心をもち，基礎的学力を有する生徒
　２　基本的生活習慣が身に付いており、豊かな人間性を磨くために努力できる生徒
　３　部活動，校外での活動で優れた能力や顕著な実績があり,入学後も継続して活動する意欲のある生徒

　特に，特色選抜においては，上記３に当てはまる生徒を重視します。

選抜順序 共通選抜 特色選抜
面接・実技・作文のうち

実施するもの

第２志望とすることができる
学科・コース

農業技術科（農業科学ｺｰｽ），総合学科 面接

共　通　選　抜 ２４人　（募集定員の６０％）
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)　志望動機
　　(2)　高校生活への抱負
　　(3)　その他
　４　観点
　　(1)　態度　　　 　20点
　　(2)　表現力等 　80点
　
※面接については，２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 ５  ：  ５

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜する。相
関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。
　※調査書点：「５教科（国・数・社・英・理）の各学年の評定の合計」＋「４教科（音・美・保体・技家）の各学年の評
定の合計×２」

特　色　選　抜 １６人　（募集定員の４０％）

Ⅰ　配点
　１　調査書　　   １９５点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科 ・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査　　５００点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科 ・・・得点を１．０倍にする
　３　面接　　　　  １００点
　　　　　　 合計　 ７９５点
Ⅱ　選抜方法
　・　審査は，学力検査点，調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する１６
   人の１５０％の範囲に含まれる者を対象として行う。
　・　学力検査点，調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に，調査書の記載事項（評定以外の特
   別活動の記録などの資料）も用いて，求める生徒像に照らして総合的に審査し，選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

Ⅰ　配点
　１　調査書　　 　２２５点
　　　・　国語，数学，英語 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　社会，理科，音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査　  １５０点
　　　・国語，数学，英語（各教科５０点満点）
　３　面接 　　　　 　７５点
　　　　　    合計　４５０点
Ⅱ　選抜方法
     上記Ⅰを基に，総合的に審査し，選抜する。

面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　個人面接
　２　時間　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　(1)　態度　　　　20点
　　(2)　表現力等　55点
　



学校名 課程 全日制 学科
（コース・部）

募集定員 １２０人

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

宮城県小牛田農林高等学校 総合学科

求　　め　　る　　生　　徒　　像

　本校は，１８８８年に創立された県内でも有数の長い歴史を誇る学校です。長きにわたり農業・林業教育を中心として有為な人材を輩出してき
ました。１９９７年からは総合学科を設置し，農業教育のみならず，社会が求める有意で広範囲な教育を担う場として地域からの信頼を得て支持
され続けている学校です。
　本校生徒はその本分である学業への専心はもとより，部活動や生徒会活動にも熱心に取り組み，多方面で目覚ましい活躍をしています。これ
らの充実した活動の礎となっているのは，基本的生活習慣が確立された規律ある高校生活です。
　本校での高校生活に目標をもち，夢の実現に向けて自分を磨くことをいとわない，次の１～３のいずれかに当てはまる生徒を求めます。

　１　基本的生活習慣が身に付いており，何事にも真剣に取り組む生徒
　２　基礎的学力を有し,自己の将来の進路実現に向けて努力できる生徒
　３　部活動や特別活動等で優れた能力や顕著な実績があり，入学後も継続して活動する意欲のある生徒

　特に，特色選抜においては，上記３に当てはまる生徒を重視します。

選抜順序 共通選抜 特色選抜
面接・実技・作文のうち

実施するもの

第２志望とすることができる
学科・コース

なし なし

共　通　選　抜 ８４人　（募集定員の７０％）
　

学力検査：調査書 ６　：  ４

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜する。相
関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。
　※調査書点：「５教科（国・数・社・英・理）の各学年の評定の合計」＋「４教科（音・美・保体・技家）の各学年の評
定の合計×２」

特　色　選　抜 ３６人　（募集定員の３０％）

Ⅰ　配点
　１　調査書　　    ３９０点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科 ・・・・・全学年の評定を２. ０倍にする
　　　・　音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・全学年の評定を４. ０倍にする
　２　学力検査　　 ５００点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科・・・得点を１．０倍にする
　
　　　　　　　合計　 ８９０点
Ⅱ　選抜方法
　・　審査は，学力検査点，調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する３６人の１５０％の範
   囲に含まれる者を対象として行う。
　・　学力検査点，調査書点を合計した点数を基に，調査書の記載事項（評定以外の特
   別活動の記録などの資料）も用いて，求める生徒像に照らして総合的に審査し，選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

Ⅰ　配点
　１　調査書　　 　２２５点
　　　・　国語，数学，英語 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　社会，理科，音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査　  １５０点
　　　・国語，数学，英語（各教科５０点満点）
　３　面接 　　　　 　７５点
　　　　　   合計　 ４５０点
Ⅱ　選抜方法
     上記Ⅰを基に，総合的に審査し，選抜する。

面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　個人面接
　２　時間　１０分程度
　３　内容
　　(1)  志望動機
　　(2)　高校生活への抱負
　　(3)  その他
　４　観点
　　(1)　態度　　　　20点
　　(2)　表現力等　55点


